
 

 

特 別 参 与 所 見  メ モ  

 

１ ． 大 幅 な 選 択 と 集 中 が 必 要  

・  本 来 、 研 究 所 は 、 日 進 月 歩 が 著 し い 衛 生 行 政 の 、 科 学 的 ・ 技 術 的 中 核

を担 い 、 先導 す る こ とが 期 待 され て い る 。  

・  現 状 で は 歴 史 的 経 緯 か ら 開 始 し た 検 査 を 、 そ の 後 状 況 が 変 わ っ て も 見

直 さ ず 続 け て い く 等 、 業 務 の 中 に は 必 要 性 の 低 下 し た も の も 多 い 。 大

幅な 業 務 の見 直 し は 不可 欠 。  

・  社 会 的 ニ ー ズ が 低 下 し た も の は 業 務 の 縮 小 廃 止 、 社 会 的 ニ ー ズ は あ る

も の の 特 に 民 間 に 比 べ て 強 み が 無 く 、 公 的 に 行 う 必 要 性 の 薄 い も の は

民間 に 委 託 す べ き （ 別添 の マ トリ ク ス を 参照 ）  

・  一 方 、 感 染 症 、 特 保 等 医 薬 関 係 、 食 品 安 全 お よ び 危 機 管 理 は 社 会 的 な

ニー ズ も 高く 、 競 争 力も あ り 、 今 後 の 柱 とな り う る分 野  

・  単に 既 存 組織 を 統 合 する の で はな く 、新 組織 は 、「 あ る べき 姿 」か ら 逆

算 し て 両 組 織 か ら 必 要 な 部 分 を 受 け 継 ぎ 、 残 余 は 縮 小 廃 止 す べ き 。 単

な る 重 複 解 消 で は な く 「 住 民 健 康 の 安 全 ・ 安 心 の 最 大 化 」 を 目 指 す 組

織体 へ の 変革 を 目 指 すべ き 。  

 

２ ． 人 事 と 予 算 の 弾 力 性 が 必 要  

・  継 続 と 安 定 を 旨 と す る 現 在 の 組 織 で は 、 足 か せ と な る 可 能 性 が あ る 。

新 組 織 の 運 営 形 態 と し て は 、 社 会 ニ ー ズ に 即 応 可 能 な 人 事 ・ 予 算 の 弾

力性 の 確 保を 最 優 先 とす る 必 要 が あ る 。  

・  近年 の 公 衆衛 生 に 関 わ る 事 例（新 型 イ ン フル や O111 ユ ッ ケ 食中 毒 事例

等 ） で は 、 新 た な 健 康 脅 威 の 発 生 と そ の 拡 散 は 従 来 の 予 測 を 超 え て お

り 、 そ れ へ の 対 応 と 予 防 に は 研 究 所 が 有 す る 能 力 を 最 大 活 用 で き る 柔

軟 性 が 不 可 欠 と 思 わ れ る 。 現 在 の 運 営 形 態 で は 事 後 処 理 的 対 応 の み と

なっ て お り、 人 的 資 源の 活 用 にも 大 き な 課題 が 有 る。  

・  研究 者 の 雇用 形 態 ・ 採用 ・ 評 価に つ い て 自由 度 が 必要 。  

  衛 生 行 政 医 師 等 の キ ャ リ ア パ ス の 一 環 と し て の 研 究 所 へ の 在 籍 等

を増 や す べき で あ り 、任期 付 き・出向 等 の雇 用 形 態の 弾 力 性 が必 要  

  終身 雇 用 の 公 務 員 と して の 採 用で は 、研 究 実 績・研 究意 欲・今後 の

キャ リ ア パス 等 を 考 慮し た 最 適な 採 用 が 行え な い 。→ 有能 な 研究 員

の採 用 は →高 度 な 研 究と 検 査・予 知能 力 の向 上 に 繋が り → 住 民の 健
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康 脅 威 へ 高 度 に 対 応 す る こ と が 可 能 と な り → 住 民 利 益 の 最 大 化 が

図れ る 。（ ＊ 現 状は 世界 の 研 究状 況 か ら はか け 離 れた 状 態 ）  

  採 用 後 も 研 究 業 績 や 社 会 的 ニ ー ズ の 変 化 に よ り 弾 力 的 に 配 置 転 換

等を 行 う 必要 が あ る  

・  予 算 に つ い て も 、 現 状 で は 対 前 年 比 積 み 上 げ で あ り 、 社 会 的 ニ ー ズ に

応じ 研 究 所内 で 資 源 配分 を 最 適化 さ せ る 弾力 性 が 必要  

 

３ ． 独 法 化 の 論 点  

・  独 法 化 に つ い て は 過 去 検 討 さ れ た こ と が あ る が 、 現 状 維 持 の 結 論 と な

って い る 。  

・  独法 化 否 定の 論 点 は 、  

1 .  公権 力 の 行使 で あ る ので 、 役 所自 体 が 検 査を 行 う 必要  

2 .  他の 地 衛 研は 全 て 役 所 直 営  

3 .  効率 化 重 視 の 運 営 に より 健 康 危機 管 理 へ の対 応 が 不安  

4 .  法人 化 に より 国 機 関 、他 地 衛 研、 保 健 所 との 関 係 が分 断  

 

に要 約 さ れる が 、 い ずれ も  

 

1 .  公権 力 の 行使 は 役 所 が行 い 、そ の行 政 判 断に 必 要 な検 査・意 見を 外

部組 織 が 役所 に 報 告 する 契 約 とす る こ と は十 分 可 能  

2 .  地衛 研 の 制度 自 体 、全国 的 に は存 続 の 難 しい サ ブ スケ ー ル の 地衛 研

もあ る よ うに 見 受 け られ 、 今 後、 見 直 し が必 要 で あろ う  

3 .  地独 法 も 行政 機 関 の 一形 態 で あり 、健 康 危機 管 理 目標 達 成 の ため の

組織 運 営 の最 適 化 で ある 。  

4 .  例え ば 独 法病 院 に な った か ら とい っ て 、他の 直 営 病院 や 関 係 機関 と

のネ ッ ト ワー ク が 弱 まる 訳 で はな く 、む しろ 他 地 衛研 を 牽 引 する 中

核的 な 研 究所 を 目 指 すべ き  

 

４ ． 大 学 と の 統 合 に つ い て  

・  独 法 化 と 並 び 、 大 学 の 一 部 と な る 選 択 肢 も 存 在 し 、 米 国 な ど で は そ の

よう な 例 もあ る （ 米 国で は 州 によ っ て 形 態は ま ち まち ）  

・  大 学 の 傘 下 に 入 る と 、 研 究 者 に と っ て は 大 学 と の シ ナ ジ ー 、 研 究 員 の

採用 面 で も有 利 。  

・  し か し 教 育 機 関 で あ る 大 学 と 衛 生 研 究 所 と で は 組 織 目 標 が 異 な る 。 日

本 で は 遠 山 レ ポ ー ト 以 降 、 大 学 の 本 務 は 教 育 だ と さ れ 、 教 育 を 行 わ な



いセ ン タ ー、研 究所 の存 続 が 難し く な っ てき て い る 。（ 教 育 機関 と し て

生き 残 る ため に 修 士 課程 増 設 、等 に な る と本 末 転 倒と 思 わ れ る ）  

・  大 学 と の シ ナ ジ ー を 得 る に は 、 組 織 的 に は 独 立 す る 形 態 で 大 学 と 隣 接

す る （ 大 学 敷 地 内 に 独 法 研 究 所 が 位 置 す る ） が 最 善 と 思 わ れ る 。 組 織

目 標 は 異 な る が 、 方 法 に は 共 通 点 が 多 く 、 米 国 の 例 に も 見 ら れ る よ う

に積 極 的 連携 は 両 者 の目 標 達 成に 大 き く 貢献 し て いる 。  

 

５ ． 保 健 所 の 検 査 体 制  

・  今 回 の 検 討 に は 入 っ て い な い が 、 保 健 所 の 検 査 業 務 も 最 適 化 す る 余 地

が あ る 。 → 衛 生 行 政 の 基 盤 と な る 検 査 の 質 の 確 保 と 得 ら れ た 情 報 の 疫

学的 解 析 の観 点 か ら 、現 状 に は改 善 す べ き点 が 多 い。  

・  現在 、 府 と市 で 保 健 所は １ ４ 箇所 存 在 。 検査 を 行 う中 核 保 健 所は 7 か

所、 検 査 員は １ ０ ０ 名程 度 在 籍し て い る 。  

・  検 査 機 能 の 質 と 効 率 を 向 上 さ せ る た め 、 統 合 ・ 集 約 、 お よ び 独 法 化 後

の 新 組 織 と の あ る べ き 関 係 に つ い て 検 討 を 開 始 す べ き （ 埼 玉 や 神 奈 川

では 保 健 所の 検 査 を 集約 し 、 地衛 研 に 移 管）  

以  上  


